
重
症
救
急
患
者
を
救
う
べ
く

間
口
を
大
き
く
広
げ

地
域
医
療
の
さ
ら
な
る
支
え
に

　

当
院
の
救
命
救
急
科（
C
C
M
）
は
、

平
成
5
年
に
指
定
を
受
け
た「
高
度
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
」の
役
割
を
担
う
た
め
、

救
急
患
者
さ
ん
の
治
療
の
み
な
ら
ず
、
国

内
外
で
頻
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
や

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
、
国
際
的
な
イ

ベ
ン
ト
に
対
す
る
医
療
支
援
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
医
師
は
、

日
本
救
急
医
学
会
認
定
の
救
急
科
専
門
医

は
も
ち
ろ
ん
、
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
整

形
外
科
、
集
中
治
療
、
外
傷
、
脳
卒
中
、

中
毒
、
内
視
鏡
、
脳
血
管
内
治
療
な
ど
の

専
門
医
資
格
を
有
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
集
団
。
そ
し
て
医
師
だ
け
で
な

く
看
護
師
、
薬
剤
師
を
は
じ
め
豊
富
な
ス

タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
東
京
や
関
東
地
区
、

さ
ら
に
は
海
外
か
ら
の
救
急
患
者
さ
ん
に

対
す
る
治
療
も
行
う
な
ど
、
ま
さ
に
救
急

医
療
の「
最
後
の
砦
」と
し
て
の
役
割
を

全
う
し
て
い
ま
す
。

　
入
院
し
て
い
る
方
の
多
く
が
心
肺
危
機

状
態
、
あ
る
い
は
そ
の
危
険
性
の
高
い
重

症
救
急
患
者
さ
ん
で
、
年
間
の
入
室
患
者

数
は
約
1
8
0
0
人
。
疾
患
別
に
見
る

と
、
多
発
外
傷
な
ど
重
症
外
傷
が
約

20
％
、
脳
卒
中
、
広
範
囲
熱
傷
、
急
性
中

毒
、
急
性
腹
症
、
各
種
臓
器
不
全
お
よ
び

心
肺
停
止
が
半
数
を
占
め
ま
す
。

　
こ
う
し
た
三
次
救
急
医
療
施
設
と
し
て

の
責
任
の
大
き
さ
と
向
き
合
い
、
東
京
消

防
庁
か
ら
の
救
急
患
者
収
容
要
請
や
、
二

次
救
急
病
院
の
先
生
方
か
ら
の
転
送
依
頼

を「
原
則
と
し
て
断
ら
な
い
」方
針
を
開

設
時
か
ら
貫
い
て
き
ま
し
た
。

　
当
院
の
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
よ

り
一
層
、
地
域
の
救
急
医
療
を
担
う
初

期
・
二
次
救
急
医
療
機
関
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
に
、「
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

専
用
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
開
設
し
て
い
ま

す
。
転
院
の
ご
相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

NMSH TOPICS
VOL.5　2017／4月

多臓器不全、脳卒中、敗血症、多発外傷
治療に難渋する患者さんがおられたら
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医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り

多
発
性
嚢
胞
腎
は
早
期
治
療
で
進
行
抑
制
も
可
能
に

チームが一丸となって、すべての内科的腎疾患、腎不
全に対して、きめ細かな診療を心がける

　

当
科
の
対
象
疾
患
は
、
急
性
腎

不
全
、
慢
性
腎
臓
病（
C
K
D
）、

高
血
圧
、
糖
尿
病
性
腎
症
、
慢
性

糸
球
体
腎
炎
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候

群
な
ど
腎
臓
疾
患
全
般
で
す
。
特

に
人
工
透
析
に
な
る
前
の
、
腎
不

全
の
進
行
抑
制
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。
慢
性
腎
臓
病
の
方
は
、
基

礎
疾
患
と
し
て
糖
尿
病
や
高
血
圧

な
ど
生
活
習
慣
病
の
あ
る
場
合
が

多
く
、
他
科
と
も
緊
密
に
連
携
し

て
基
礎
疾
患
を
管
理
す
る
と
と
も

に
、
腎
臓
疾
患
の
知
識
が
豊
富
な

看
護
師
・
管
理
栄
養
士
と
協
力
し
、

食
事
や
生
活
面
の
指
導
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
小
児
期
に
発
症
し

た
慢
性
腎
炎
の
継
続
治
療
も
引
き

受
け
て
い
ま
す
。
遺
伝
性
の
多
発

性
嚢
胞
腎
は
、
従
来
は
進
行
と
透

析
導
入
が
避
け
ら
れ
な
い
と
い
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
腎

機
能
低
下
の
始
ま
る
時
期
か
ら
適

切
に
治
療
す
る
と
、
進
行
が
抑
制

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

透
析
に
つ
い
て
は
血
液
透
析
、

腹
膜
透
析
の
両
方
か
ら
、
個
々
の

患
者
さ
ん
に
適
し
た
方
法
の
導
入

が
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
の
シ
ャ

ン
ト
手
術
、
カ
テ
ー
テ
ル
留
置
術

な
ど
は
当
科
と
外
科
が
共
同
で

行
っ
て
い
ま
す
。
腎
不
全
の
新
規

透
析
導
入
は
、
年
間
約
80
人（
平
成

28
年
1
月
〜
12
月
）の
実
績
を
誇
り

ま
す
。
腹
膜
透
析
は
基
本
的
に
在

宅
で
行
い
ま
す
が
、
月
に
2
回
程

度
は
通
院
の
必
要
が
あ
り
、
ス
ム
ー

ズ
に
受
診
い
た
だ
け
る
よ
う
に
専

門
外
来
を
設
け
て
い
る
こ
と
も
特

徴
。
ま
た
、
当
院
か
ら
徒
歩
10
分

の
場
所
に
、
外
来
維
持
透
析
専
門

の
日
本
医
科
大
学
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
あ
り
、
希
望
す
れ
ば
同
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
継
続
し
て
透
析
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

腎
不
全
は
生
活
習
慣
病
の
最
終

段
階
で
現
れ
る
症
状
の
た
め
、
専

門
医
へ
の
紹
介
が
重
症
化
し
て
か

ら
に
な
り
が
ち
で
す
。
軽
症
な
ら

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
も
可
能
で

す
し
、
別
の
原
因
が
腎
機
能
低
下

に
つ
な
が
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
重
症
化
す
る
前
に
、
ぜ
ひ

一
度
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

1989年日本医科大学卒業。2013年当院腎臓内科
部長、日本医科大学大学院腎臓内科教授に就任。
腎臓病、透析療法、高血圧が専門で、腎臓疾患の
薬物療法に関する著書が多く、その適正化を推進
している。

腎臓内科 部長

鶴岡 秀一

腎臓病の進行抑制から透析療法
難治性腎臓疾患まで幅広く診療

腎臓内科

POINT

1
慢性腎臓病の早期診断・早期治療で
透析を避ける進行抑制に力を注いでいる

POINT

2
血液透析、腹膜透析の両方に対応し
新規透析導入だけで年間 80 人の豊富な実績

POINT

3
外来維持透析専門の「日本医科大学腎クリニック」
や腹膜透析専門外来など利便性に配慮

同院と連携する「日本医科大腎クリニック」。徒歩圏内
に位置し、利便性が高い

＜対象となる主な疾患＞
・急性腎障害（急性腎不全）　
・慢性腎臓病（慢性腎不全）
・糖尿病性腎症、慢性糸球体腎炎（特にIgA腎症）、
  ネフローゼ症候群、腎硬化症、膠原病による腎障害、
  間質性腎炎など

・遺伝性腎疾患（特に多発性囊胞腎、ギッテルマン症候群）
・高血圧
・水・電解質異常
・維持透析患者の透析関連合併症
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更
年
期
前
後
の
女
性
で
は
、
関
節
の
こ
わ
ば
り
や

冷
え
性
な
ど
、
膠
原
病
の
徴
候
が
見
落
と
さ
れ
が
ち

　

当
科
は
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
を
含

め
た
膠
原
病
を
幅
広
く
診
療
し
て

い
ま
す
。
進
行
性
で
治
ら
な
い
難

病
、
ス
テ
ロ
イ
ド
の
副
作
用
に
苦
し

む
疾
患
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

膠
原
病
で
す
が
、
こ
こ
10
年
で
治
療

法
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
、
寛
解
が
望

め
る
疾
患
と
な
り
ま
し
た
。
重
要
な

の
は
、
早
く
診
断
し
て
早
期
に
治
療

を
開
始
す
る
ほ
う
が
、
治
療
効
果
が

高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
早
期
で
は

典
型
的
な
症
状
が
少
な
く
、
専
門
の

医
師
に
よ
る
的
確
な
診
断
が
不
可

欠
。
そ
の
意
味
で
当
科
は
地
域
の
医

療
機
関
と
の
連
携
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

　
従
来
は
、
副
作
用
の
少
な
い
薬
か

ら
治
療
を
始
め
て
、
効
果
が
な
け
れ

ば
段
階
的
に
強
い
薬
に
替
え
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
正
反
対
の
、
早
期

に
強
力
な
薬
を
使
っ
て
一
気
に
寛
解

に
持
ち
込
み
、
そ
れ
を
維
持
し
な
が

ら
薬
を
減
ら
し
て
い
く
と
い
う
考
え

方
が
主
流
で
す（
下
図
参
照
）。
寛

解
後
は
ス
テ
ロ
イ
ド
を
速
や
か
に
減

量
、
中
止
を
め
ざ
し
ま
す
。
早
期
に

治
療
を
始
め
た
患
者
さ
ん
は
、
多
く

が
数
年
以
内
に
薬
を
や
め
、
専
門
施

設
へ
の
通
院
の
必
要
も
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
膠
原
病
は
進
行
し
て
か

ら
治
療
し
て
も
寛
解
達
成
は
な
か

な
か
難
し
く
、
強
力
な
薬
に
よ
る
副

作
用
も
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
約
3
年

前
の
調
査
で
は
、
患
者
さ
ん
は
症
状

が
出
て
か
ら
専
門
施
設
で
膠
原
病

と
診
断
さ
れ
る
ま
で
に
平
均
で
3

年
か
か
り
、
そ
の
間
に
平
均
3
カ
所

の
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
特
に
女
性
は
40
代
が
発
症
の

ピ
ー
ク
で
す
が
、
関
節
の
こ
わ
ば
り

や
冷
え
性
な
ど
が
更
年
期
症
状
と

似
て
い
る
た
め
に
見
落
と
さ
れ
が

ち
で
す
。
下
表
に
示
し
た
膠
原
病
の

初
期
症
状
・
兆
候
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
少
し
で
も
疑
い
が
あ
れ
ば
遠
慮

せ
ず
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
当
科
に
は
、
間
質
性
肺
炎
、

肺
高
血
圧
症
、
糸
球
体
腎
炎
、
血
管

炎
な
ど
を
有
す
る
難
治
症
例
が
全

国
か
ら
紹
介
さ
れ
、
専
門
的
な
治
療

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
難
治
症
例
、

ス
テ
ロ
イ
ド
の
副
作
用
に
困
っ
て

い
る
症
例
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1988年慶應義塾大学医学部卒業。米国留学、慶應
義塾大学医学部准教授等を経て、2014年から現職。
日本医科大学大学院アレルギー膠原病内科教授を
兼任。

リウマチ・膠原病内科 部長

桑名 正隆

地域医療機関と連携し、リウマチ・
膠原病の早期診断・治療で寛解へ

リウマチ・膠原病内科

POINT

1
寛解導入が可能となったリウマチ・膠原病の
診療で早期診断・治療に尽力

POINT

2
難治性病態も数多く受け入れ
治験も含めた先進的な治療を積極的に行う

POINT

3
ステロイド使用を最小限にとどめ
副作用の極小化をめざす

膠原病を疑う症状
・関節の痛み・腫れ
・朝のこわばり
・2週間以上続く発熱
・筋肉痛・筋力低下
・手指や顔面の発疹
・繰り返す口内炎
・寒冷時に手指が白くなる（レイノー現象）
・手指の腫れ
・眼の乾燥（ドライアイ）
・口腔内の渇き（ドライマウス）
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思
春
期
医
学
に
も
力
を
入
れ

15
歳
を
超
え
る
患
者
も
受
け
入
れ
る

　

小
児
科
は
、
子
ど
も
の
身
体
と

心
を
全
人
的
に
診
る
診
療
科
で
す
。

日
本
医
科
大
学
の
小
児
科
は
、
伝

統
的
に
す
べ
て
の
領
域
を
弱
点
な

く
網
羅
し
て
、
ど
ん
な
疾
患
で
も

対
応
し
ま
す
。
来
院
し
た
方
は
通

常
は
一
般
小
児
科
外
来
を
受
診
し

た
後
、血
液
・
腫
瘍
、膠
原
病
・
喘
息
、

循
環
器
、内
分
泌
・
代
謝
、神
経
、腎
・

リ
ウ
マ
チ
、
消
化
器
・
肝
臓
、
頭
痛
、

心
身
症
、
心
理
な
ど
の
専
門
外
来

を
受
診
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
医

療
機
関
の
先
生
方
で
あ
れ
ば
、
医

療
連
携
部
門
を
通
し
て
、
直
接
、

専
門
外
来
の
予
約
を
取
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
病
名
の

診
断
ま
で
つ
か
な
い
場
合
で
も
、

少
し
で
も
疑
わ
し
い
、
あ
る
い
は

悩
ま
し
い
と
い
っ
た
症
例
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
遠
慮
せ
ず
に
気
軽
に

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

伊
藤
保
彦
部
長
の
専
門
分
野
で

あ
る
小
児
膠
原
病
は
、
得
意
と
す

る
医
療
機
関
が
非
常
に
少
な
く
、

当
科
は
患
者
数
は
少
な
い
な
が
ら

も
、
日
本
の
小
児
膠
原
病
診
療
に

お
け
る
セ
ン
タ
ー
的
な
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。
循
環
器
領
域
で

は
、
川
崎
病
の
冠
動
脈
病
変
へ
の

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
や
バ
イ
パ
ス
手

術
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と

で
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

救
急
医
療
を
重
視
す
る
こ
と
は
日

本
医
科
大
学
全
体
の
伝
統
で
す
が
、

当
科
で
も
24
時
間
、
い
つ
で
も
対

応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
当
科
は
小
児
だ
け
で
な

く
思
春
期
の
患
者
さ
ん
も
診
療
し

て
お
り
、
15
歳
を
超
え
て
も
思
春

期
特
有
の
心
身
の
病
気
を
診
療
し

て
い
ま
す
。
お
困
り
の
場
合
は
ぜ

ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

小
児
科
で
は
患
者
さ
ん
だ
け
で

な
く
ご
両
親
へ
の
配
慮
が
重
要
で

す
。
患
者
さ
ん
の
日
常
的
な
ケ
ア

を
行
う
ご
両
親
に
対
し
、
病
気
の

説
明
や
生
活
面
の
指
導
を
特
に
丁

寧
に
行
う
一
方
、
信
頼
関
係
を
築

い
た
上
で
子
ど
も
の
代
弁
者
と

な
っ
て
意
見
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
、
当

科
の
医
師
は
常
に
心
の
ケ
ア
を
意

識
し
な
が
ら
、
診
療
に
臨
ん
で
い

ま
す
。

1983年日本医科大学卒業後、同大学小児科入局。
2012年日本医科大学小児科学教室主任教授・同大
学付属病院小児科部長に就任。小児リウマチ・膠
原病の研究と治療が専門で、2014年から日本小児
リウマチ学会学会長を務めている。

小児科 部長

伊藤 保彦

優れた総合診療力と高い専門性で
小児のあらゆる疾患に対応

小児科

POINT

1
小児の身体と心を全領域にわたって診療し
どんな疾患でも引き受ける

POINT

2
小児膠原病の専門診療を行う数少ない施設で
全国・海外から患者が集まる

POINT

3
日本医科大学の伝統を受け継ぎ
24 時間体制でいつでも救急診療に対応

小児疾患についてのさまざまな問題に幅広く対応。子
どもの身体だけでなく、心にも目を配る

子どもたちへのより良い医療の提供をめざし、24時間
いつでも対応できる体制を整えている

＜専門外来＞

◯免疫・膠原病外来

◯血液・腫瘍外来

◯循環器外来

◯神経外来

◯内分泌外来

◯腎臓外来

◯アレルギー外来

◯乳児フォローアップ外来

◯生活習慣病外来

◯乳児健診

◯呼吸機能外来

◯心理外来
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生
物
学
的
製
剤
を
用
い
た
新
し
い
治
療
で

難
治
性
の
乾
癬
に
も
積
極
的
に
対
応

　
当
科
は
す
べ
て
の
皮
膚
疾
患
を
対

象
と
し
、
手
術
や
レ
ー
ザ
ー
治
療
も

含
め
て
幅
広
く
診
療
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
高
度
な
専
門
診
療
を
提

供
す
る
た
め
、
各
領
域
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
が
皮
膚
外
科
、美
容
皮
膚
科
、

ア
レ
ル
ギ
ー
、ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎・

乾
癬
、
真
菌
、
爪
、
水
疱
症
、
美
容

レ
ー
ザ
ー
、
乾
癬
の
9
つ
の
専
門
外

来
を
開
設
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。

　
中
で
も
、
皮
膚
外
科
、
美
容
皮
膚

科
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
・
乾
癬
の

専
門
外
来
は
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

皮
膚
外
科
で
は
、
帆
足
俊
彦
准
教
授

を
中
心
に
、
良
性
・
悪
性
の
皮
膚
腫

瘍
や
難
治
皮
膚
疾
患
に
対
し
、
全
身

麻
酔
、
局
所
麻
酔
で
積
極
的
に
手
術

を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
医
科
大
学

武
蔵
小
杉
病
院
の
皮
膚
病
理
専
門
家

と
連
携
し
て
の
正
確
・
迅
速
な
診
断

も
特
徴
。
美
容
皮
膚
科
で
は
、
船
坂

陽
子
教
授
を
中
心
に
、
皮
膚
科
的
な

診
断
に
基
づ
き
レ
ー
ザ
ー
治
療
や
ケ

ミ
カ
ル
ピ
ー
リ
ン
グ
、
外
用
薬
な
ど

を
、
疾
患
や
皮
膚
の
状
態
に
よ
っ
て

細
か
く
使
い
分
け
、
し
み
・
し
わ
・

ほ
く
ろ
・
に
き
び
の
治
療
や
脱
毛
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
険
診
療
・

自
由
診
療
ど
ち
ら
に
も
対
応
し
て
い

る
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　
部
長
で
あ
る
佐
伯
秀
久
主
任
教
授

が
担
当
す
る
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
・

乾
癬
外
来
で
は
、
重
症
の
乾
癬
に
対

す
る
生
物
学
的
製
剤
を
使
っ
た
治
療

や
新
し
い
薬
剤
に
よ
る
臨
床
試
験
、

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
対
す
る
薬
剤

や
紫
外
線
を
用
い
た
治
療
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
で

は
、
長
年
重
い
皮
膚
症
状
に
悩
ま
さ

れ
る
方
も
多
い
た
め
、
生
活
面
の
指

導
や
精
神
的
な
ケ
ア
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
皮
膚
症
状
か
ら
全
身
性
疾
患
が
見

つ
か
る
こ
と
も
あ
り
、
他
科
と
も
緊

密
な
連
携
を
取
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

当
科
は
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携

を
重
視
し
て
、
学
外
に
開
か
れ
た
研

究
会
や
講
演
会
も
多
数
開
催
し
て
い

ま
す
。
皮
膚
の
症
状
で
お
困
り
の
症

例
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
の
よ
う

な
も
の
で
も
気
軽
に
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。

1991年東京大学医学部卒業後、同大学皮膚科講師、
東京慈恵会医科大学皮膚科准教授を経て、2014年
当院皮膚科部長、日本医科大学大学院皮膚科主任
教授に就任。専門はアトピー性皮膚炎、乾癬、皮
膚免疫、遺伝子多型解析など。

皮膚科 部長

佐伯 秀久

地域の医療機関との連携を推進し
あらゆる皮膚疾患に対応

皮膚科

POINT

1
手術、レーザー治療、薬物治療などを駆使し
すべての皮膚疾患に幅広く対応

POINT

2
9 つの専門外来を開設し
各スペシャリストが専門性の高い診療を提供

POINT

3
皮膚腫瘍、美容、乾癬・アトピー性皮膚炎を
重点領域とし、診療体制を強化

皮膚科の各領域をカバーするスペシャリストがそろう
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帯
状
疱
疹
は
早
期
治
療
が
効
果
的

診
断
後
は
で
き
る
だ
け
早
く
紹
介
を

　

麻
酔
科
・
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
、
手
術
麻
酔
、
集
中
治
療
、
疼

痛
治
療
を
担
当
す
る
診
療
科
で
す
。

そ
の
役
割
は
、
一
言
で
表
現
す
る

な
ら
ば「
安
心
と
安
全
の
提
供
」で

す
。
例
え
ば
生
命
に
関
わ
る
よ
う

な
急
変
時
に
、
救
命
救
急
科
・
心
臓

血
管
集
中
治
療
科
と
協
力
し
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
1
月
～
12
月
に
当
院

で
行
わ
れ
た
手
術
の
う
ち

7
6
7
3
例
が
麻
酔
科
・
ペ
イ
ン
ク

リ
ニ
ッ
ク
関
与
症
例
で
あ
り
、
内

視
鏡
手
術
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
手
術

な
ど
新
し
い
術
式
へ
の
対
応
も
含

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
術
式
・
手
術
部
位

に
応
じ
た
適
切
な
麻
酔
法
を
選
択

し
、
術
中
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

集
中
治
療
室
で
は
、
術
後
の
患

者
さ
ん
や
呼
吸
不
全
・
敗
血
症
の
患

者
さ
ん
の
全
身
管
理
を
当
科
医
師

が
行
っ
て
い
ま
す
。
手
術
室
で
培

わ
れ
た
、
き
め
細
か
な
患
者
ケ
ア

を
行
う
姿
勢
を
大
切
に
し
て
、
手

術
を
担
当
す
る
各
科
主
治
医
、
看

護
師
、
臨
床
工
学
技
士
な
ど
と
と

も
に
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
し
、
痛

み
や
不
安
を
感
じ
さ
せ
な
い
治
療

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
で
は
、

急
性
・
慢
性
疼
痛
の
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
患
者
数
が
多
い
症
状
は
、

帯
状
疱
疹
痛
、
帯
状
疱
疹
後
神
経

痛
、
脊
椎
疾
患
に
よ
る
疼
痛
な
ど

で
、
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
、
薬
物

療
法
で
痛
み
の
軽
減
を
図
っ
て
い

ま
す
。
多
く
の
疼
痛
は
、
早
期
に

治
療
を
開
始
す
る
ほ
ど
治
療
効
果

が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
帯
状
疱

疹
な
ど
は
痛
み
が
出
て
か
ら
で
は

な
く
、
診
断
を
つ
け
た
時
点
で
で

き
る
だ
け
早
く
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
半
年
、
１
年
と
長
引
く

痛
み
に
も
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
緩
和
ケ
ア
科
で
は
、
主

治
医
と
連
携
し
た
緩
和
ケ
ア
チ
ー

ム
で
、
外
来
・
入
院
を
問
わ
ず
、
が

ん
患
者
さ
ん
の
疼
痛
・
苦
痛
を
和
ら

げ
る
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

疼
痛
治
療
に
関
し
て
は
、
関
連

診
療
科
と
連
携
し
て
診
断
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
の
で
、
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1995年日本医科大学卒業後、同大学麻酔科入局。
同大学千葉北総病院、三井記念病院、スウェーデ
ン・カロリンスカ研究所を経て、2014年日本医科
大学付属病院麻酔科・ペインクリニック講師。
2017年2月に同科部長就任。

麻酔科・ペインクリニック 部長

岸川 洋昭

手術麻酔、集中治療、疼痛治療の
3本柱

麻酔科・ペインクリニック

POINT

1
患者さんが、痛み・苦しみ・不安を
感じない治療をめざす

POINT

2
医療技術の高度化に柔軟に対応し
手術や集中治療における安心と安全を提供

POINT

3
ペインクリニックと緩和ケアで
痛みをコントロールし、QOL を高める

各科と連携し、術式や部位に応じた適切な麻酔法
を選択している

チーム医療を大切にし、患者、看護師、医師らの多角的な視点
を持って治療にあたる

超音波ガイド下末梢神経ブロックなどで、痛みや
不安を感じさせない治療をめざす
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傷
痕
を
目
立
た
な
く
す
る
た
め
に
は

早
期
に
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
重
要

　

当
科
は
保
険
が
適
用
さ
れ
る
形

成
外
科
・
再
建
外
科
と
自
由
診
療
の

美
容
外
科
の
両
方
を
有
し
て
お
り
、

広
義
の
形
成
外
科
領
域
を
す
べ
て

カ
バ
ー
す
る
診
療
科
で
す
。
口
唇

裂
・
口
蓋
裂
、
小
耳
症
、
多
合
指
症

な
ど
先
天
異
常
の
あ
る
組
織
を
形

作
る
形
成
外
科
、
病
気
や
け
が
で

機
能
を
失
っ
た
組
織
を
復
元
す
る

再
建
外
科
、
見
た
目
に
美
的
な
付

加
価
値
を
付
け
る
美
容
外
科
の
3

領
域
を
網
羅
。
専
門
診
療
グ
ル
ー

プ
は
美
容
外
科
、
手
の
外
科
、
乳

房
再
建
、
頭
頸
部
再
建
、
熱
傷
瘢

痕
治
療
、
頭
蓋
・
顎
・
顔
面
外
科
、

慢
性
潰
瘍
治
療
の
7
グ
ル
ー
プ
が

あ
り
ま
す
。
年
間
手
術
件
数
は
約

1
5
0
0
件（
平
成
28
年
1
月
〜
12

月
）で
、
当
院
の
中
で
1
、
2
を
争

う
手
術
の
多
い
診
療
科
で
す
。

　

当
院
に
は
高
度
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
た
め
、
特
に
熱
傷
・
外

傷
治
療
後
の
ケ
ロ
イ
ド
、
肥
厚
性

瘢
痕
、
拘
縮
な
ど
の
治
療
に
は
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
傷

痕
治
療
の
新
規
患
者
数
は
年
間
約

2
0
0
0
人（
同
）に
上
り
、
延
べ

1
万
人
以
上（
同
）が
全
国
か
ら
通

院
し
て
い
ま
す
。
瘢
痕
の
治
療
で

高
い
技
術
と
経
験
を
有
し
て
い
ま

す
の
で
、
ほ
く
ろ
や
皮
膚
腫
瘍
の

切
除
な
ど
で
も
、
術
後
の
整
容
面

に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

目
立
つ
場
所
に
あ
る
ほ
く
ろ
や
皮

膚
腫
瘍
、
切
除
後
の
傷
痕
に
お
困

り
の
症
例
は
、
ぜ
ひ
当
科
に
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。
特
に
ケ
ロ
イ
ド
は

こ
れ
ま
で
治
ら
な
い
傷
痕
と
い
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
当
科
で
研
究

や
治
療
法
の
開
発
を
進
め
た
結
果
、

目
立
た
な
く
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

傷
痕
の
治
療
に
は
手
術
の
他
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
、
治

療
を
開
始
す
る
時
期
が
早
け
れ
ば

早
い
ほ
ど
、
効
果
的
で
目
立
た
な

い
よ
う
に
整
容
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。
ま
た
、外
科
、皮
膚
科
、

産
婦
人
科
な
ど
の
先
生
方
に
は
、

患
者
さ
ん
に
当
科
で
の
術
後
の
傷

痕
治
療
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

1999年日本医科大学卒業後、同大学形成外科に入
局。米国ハーバード大学留学を経て、2015年から
現職。日本医科大学大学院形成外科主任教授を兼
任。専門は熱傷・瘢痕治療、マイクロサージャリー
を用いたリンパ浮腫治療など。

形成外科・再建外科・美容外科 部長

小川 令

先天異常や病気・けがによる体表
組織障害など幅広く悩みに応える

形成外科・再建外科・美容外科

POINT

1
形成外科、再建外科、美容外科のあらゆる領域を
7つの専門診療グループがカバー

POINT

2
年間 1500 件におよぶ手術実績は
当院の診療科の中でもトップクラス

POINT

3
ケロイド・瘢痕・拘縮治療で全国的に知られ
年間延べ 1万人以上が通院

形成外科、再建外科、美容外科のあらゆる領域を
網羅

＜対象となる主な疾患＞
・新鮮外傷、新鮮熱傷

・顔面骨骨折および顔面軟部組織損傷

・手、足、口唇裂・口蓋裂、小耳症などの先天異常

・母斑、血管腫、良性腫瘍

・悪性腫瘍およびそれに関連する再建

・瘢痕拘縮、ケロイド、肥厚性瘢痕

・リンパ浮腫、眼瞼下垂

・褥瘡、難治性潰瘍

・美容外科全般7つの診療グループが専門性を生かした治療に日々取り組ん
でいる



CTや放射線治療装置をはじめ、先進の
医療機器を完備。操作技術に優れた技
師による精密な検査が行われている

専
門
性
の
高
い
技
師
を
配
置

24
時
間
体
制
で
救
急
に
も
対
応

　
当
科
で
は
67
人
の
診
療
放
射
線
技
師
が
、
安
全
で
的

確
な
画
像
検
査
と
放
射
線
治
療
の
提
供
に
尽
力
し
て
い

ま
す
。
３
階
フ
ロ
ア
に
は
救
急
専
用
の
検
査
装
置
が
そ

ろ
い
、
血
管
撮
影
、
C
T
、
M
R
I
な
ど
に
24
時
間

体
制
で
対
応
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。
最

近
で
は
各
分
野
に
専
門
技
師
制
度
が
発
足
。
当
院
に
は

一
般
撮
影
、
C
T
、
M
R
I
、
血
管
撮
影
、
核
医
学
、

放
射
線
治
療
の
全
部
門
で
専
門
性
を
有
す
る
技
師
が
そ

ろ
う
一
方
、
夜
間
救
急
に
求
め
ら
れ
る
オ
ー
ル
マ
イ

テ
ィ
ー
な
対
応
力
を
持
つ
技
師
も
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
は
、
同
じ
部
位
を
同
じ
線
量
で
撮

影
し
た
場
合
も
、
撮
影
後
の
画
像
処
理
の
違
い
で
ま
っ

た
く
異
な
る
画
像
に
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
低
線
量

で
、
目
的
の
診
断
に
役
立
つ
画
像
を
提
供
す
る
こ
と
が

技
師
の
使
命
で
す
。
被
ば
く
を
気
に
す
る
患
者
さ
ん
の

不
安
に
対
応
で
き
る
技
師
も
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
紹
介
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ

ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

放射線科

POINT

1
放射線被ばくを最小限に抑えつつ
診断しやすい検査画像を作成

POINT

2
線量などの品質管理を徹底し
より安全な放射線治療を実施

1978年日本医科大学付属病院に診療放射
線技師として入職。1987年からMRIを担
当し、2005年に放射線科技師長就任。画
像診断と放射線治療の品質と安全管理に
力を注いでいる。

放射線科 技師長

土橋 俊男

日本医科大学付属病院
患者支援センター 医療連携部門

院
内
外
を
問
わ
ず
、

が
ん
患
者
の
支
援
に
力
を
入
れ
る

　

当
院
に
は
平
成
29
年
2
月
現
在
、
日
本
看
護
協
会

の
が
ん
看
護
専
門
看
護
師
3
人
と
、
同
協
会
の
が
ん

性
疼
痛
看
護
、
が
ん
化
学
療
法
看
護
、
が
ん
放
射
線

療
法
看
護
、
緩
和
ケ
ア
、
乳
が
ん
看
護
な
ど
の
認
定

看
護
師
が
多
数
在
籍
し
、
協
力
し
て
高
い
レ
ベ
ル
の

が
ん
看
護
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
が
ん
看
護
専
門
看

護
師
は
、
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
外
来
化
学
療
法
室
、

緩
和
ケ
ア
科
、
放
射
線
治
療
科
で
患
者
さ
ん
と
ご
家

族
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
外
来
で
症
状
の
説
明
、
が
ん
治
療
を
行

う
こ
と
が
多
く
、
仕
事
や
家
事
と
の
両
立
に
悩
む
患

者
さ
ん
を
看
護
師
が
支
援
す
る
場
面
も
増
え
て
い
ま

す
。
確
定
診
断
の
前
に
不
安
を
訴
え
る
、
が
ん
と
付

き
合
う
た
め
の
情
報
を
望
む
患
者
さ
ん
な
ど
が
い
ま

し
た
ら
、
当
院
の
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。
当
院
で
治
療
し
て
い
な
い
患
者
さ
ん
も
、

電
話
や
面
談
に
て
ご
相
談
を
お
受
け
し
、
必
要
な
支

援
の
提
供
や
専
門
の
窓
口
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

看護部

POINT

1
がん看護専門看護師をはじめ
がん各領域の認定看護師が多数在籍

POINT

2
がんを疑う時期から終末期まで
患者と家族を総合的にサポート

がん専門病院勤務後、大学院に進学。
2007年から日本医科大学付属病院勤務。
がん患者・家族の相談と放射線治療、が
ん看護の教育に携わっている。日本看
護協会がん看護専門看護師。

看護部 がん看護専門看護師

深田 陽子

高い専門性を持ちつつも、心通うケア
を忘れないように努めている


